
水車毎の実証結果一覧
水車形式 マイクロクロスフロー水車 縦軸直結プロペラ水車 縦軸らせん水車 チロリアン・クロスフロー水車 オープン・クロスフロー水車

水車イメージ図

設置箇所（農業水利施設） ため池 農業用水路の緩傾斜 農業用水路の落差工 農業用水路の落差工 農業用水路の落差工

実証年度 H23（NO.7) H24（NO.9) H22（NO.5) H21（NO.3) H21（NO.2) H21（NO.1)、H22(NO.4)、H23(NO.6)、H24(NO.10) H23（NO.8)

事業主体 鳥取県土地改良事業団体連合会 大分県土地改良事業団体連合会 石川県土地改良事業団体連合会
岩手県土地改良事業団体連合会（NO.1)
新潟県土地改良事業団体連合会（NO.4)
東京発電(株)(NO.6,NO.10)

富山県土地改良事業団体連合会

実証内容
ため池の落差を有効活用した
圧力管による検証

複数の小規模な落差を利用
した露出型水圧管路の検証

・発電効率(複合）の検証 ・発電効率(複合）の検証
・発電効率(複合）の検証
・水車・発電機の騒音の検証

・発電効率(複合）の検証
・ゴミ払い機能の検証
・落差固定化（金属堰設置）による施設の汎用化の
検証（NO.1、NO.10）

・発電効率(複合）の検証
・除塵施設が不要な水車によ
るゴミ対策の検証

発電機最大出力結果（ｋW) 12 6.1 0.72 21.5 2.3 4.9(NO.1)、10（NO.4)、3.1(NO6)、5.3(NO10) 4.2

発電効率結果（％)　複合 65 69 61 68 － 56(NO.1)、51（NO.4)、59(NO6)、68(NO10) 60

塵芥対応
取水口にスクリーン設置で対
応

取水口にスクリーン設置で対
応

取水口にゴミを越流させるス
クリーンを設置。取水時に空
気が混入。

取水口にスクリーン設置で対
応

取水口にスクリーン設置で対
応

表層ゴミは越流させ対応。深層ゴミはスクリーンで
対応。ゴミ払い機能とスクリーンの併用最適化の検
証を今後必要。

表層ゴミは越流させ対応。深
層ゴミはランナを通過し、除塵
対応に効果あり。

水車の保守性
入り口弁を閉止すれば水車
本体を管路から切り離して保
守可能。

入り口弁を閉止すれば水車
本体を管路から切り離して保
守可能。

取水弁を閉止すれば水車本
体を管路から切り離して保守
可能。

入り口弁を閉止すれば水車
本体を管路から切り離して保
守可能。

取水口を閉止すれば水車の
吊り出しは比較的容易と考え
られる。

水路断水無く水車の吊り出し可能な方式に改良。

水路断水無く水車の吊り出し
可能。ただし、流水量が大の
ケースにおいて吊り上げ可能
性の検証を今後必要。

流量変動における水深変
化への対応

圧力管路により導水し、水車
を下流水面より高い位置に設
置することができるので、大き
な制約は無い。

圧力管路により導水し、水車
を下流水面より高い位置に設
置することができるので、大き
な制約は無い。

圧力管路により導水し、水車
を下流水面より高い位置に設
置することができるので、大き
な制約は無い。

圧力管路により導水し、水車
を下流水面より高い位置に設
置することができるので、大き
な制約は無い。

下流水面の上昇時には停止
になるので、下流水位の変動
に弱い。

オープン・クロスフロー水車や縦軸らせん水車よりも羽
根車（ランナー）位置を高くすることで水位上昇による停
止を避けやすく有利であるが、直接設置方式である以
上は、下流水位が上昇する事象には弱い。

落差を大きくするために水車
直径を大きくすると、下流水
面の上昇時には停止するの
で、下流水面の変動に極めて
弱い。

農業用水路の緩傾斜

青森県土地改良事業団体連合会

改良型クロスフロー水車


